
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月より、チーフマネジャーを拝命いたしましたソーシャルワーク科の菅原です。 

新年度の患者総合サポートセンターは、 

新たなセンター長に小島副院長、マネジャーに上倉副看護部長をお迎えし、 

入院時支援看護師 1 名、退院支援看護師 1 名も加わり新体制でスタートしました。 

 

主な特徴 １：院内ではめずらしく、７つの部門が協働する部署です。 

２：地域と病院の橋渡しのために窓口となる部署です。 

３：患者さんやご家族が安心して病院を利用していただけるよう、 

院内多職種や医療・福祉の関係機関と連携します。 
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この 4月より地域連携支援部長に着任した小島です。前任の西山部長が尽力されてきた地域連

携を推進していく所存です。皆様の御指導のほど宜しくお願い申し上げます。 

私は自宅の庭で植物を育てています。良く言われる事ですが、植物を育てるうえで一番大切な事は、

土作りです。まず土壌を作らなければ、作物はうまく育ちません。患者総合サポートセンターにとって土

づくりとはなにか。すでに今までの皆さんの努力により、病床管理、入退院支援、患者サポート窓口、

地域医療連携室、医療福祉相談室、訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所の 7 つの組織を

材料に出来上がりつつあるものと思われます。さらに改善されるよう、お手伝いできれば幸いです。 

 

地域連携支援部長（患者総合サポートセンター長） 小島直之 

この度、育休明けで 4月から患者総合サポートセンターの入院支援看護師として配属されました。産

休前までは、病棟で勤務していました。今まで勤務していた病棟は入院が多く、入院対応はたくさん経験

してきました。そこで、より多くの疾患の入院に対応出来るよう、さらに知識を深めて、入院に際して患者

様とそのご家族が不安や疑問に感じていることが、この入院支援を通して解消されて、安心して入院～

退院を迎えられるよう、病棟で経験してきた知識や経験を活かしながら入院支援に介入させていただき

たいと思っています。 

入院支援看護師 多保田亜紀 

患者総合サポートセンターは、4 月から新たな職員体制でスタート

しています。今年度初めのおたよりをお届けします 

4月から患者総合サポートセンターに退院支援看護師として配属となりました。これまでの病棟看護

師とは異なる業務に慣れない部分がありますが、部署のスタッフに助けていただきながら業務を行ってい

ます。 

入院治療によって身体の機能が低下したり、何らかの治療の継続が必要だったりと、退院後の生活に

不安を持つ方は少なくありません。看護の視点から患者様の退院後の生活を見据え、できる限りその人

らしく生活できるよう、院内外の関係機関との橋渡しの役割を果たし、安心して退院日を迎えられるよう

に支援させていただきます。よろしくお願いします。             

退院支援看護師 阿部梓 

昨年度より病床管理担当の副看護部長として患者総合サポートセンターの様々な多職種の方々と

共に業務を行ってまいりました。今年度より病床管理を行いながらセンターでのマネージャーの兼務をさ

せていただくことになりました。 

当院は新潟市内での救急ひっ迫に対応するため、3次救急病院の負担軽減と医療維持のため、2

次救急対応の役割を担っております。その重要な役割を担いながら患者様が地域で安心して生活が送

れるための支援も重要な役割であると考えております。 

この 2 つの大きな役割をしっかりと果たせるよう近隣の病院機関や福祉機関との連携を密に行ってい

きます。 

副看護部長（患者総合サポートセンターマネージャー） 上倉雅子 


